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論 文 の 内 容 の 要 旨

持続型生産において重要な肋成c曙0属植物について､窒素固定能の変異をアセチレン

還元活性と乾物重で調査して､種レベルと集団レベルにおける親和性の分化を解明した｡

種レベルでは､岐鼻大学研究圃場で養成したルお粛c曙0属10種それそれの根粒から採

取した根粒菌を用いて､ポット実験により多年生1種2亜種と1年生9種の窒素固定能を

測定して､菌株と植物種の親和性関係を追求した｡多年生種から採取した菌株は､多年生

の種(1種2亜種)では有効な根粒を形成したが､1年生種では無効根粒しか形成しなか

った｡1年生種から採取した9菌株は､10種の植物種との親和性程度で変異があった0

10菌株を用いたときに示した窒素固定能の変異幅は､アセチレン還元活性と乾物重の両

形質ともに､多年生種が1年生種よりも狭かった｡すなわち､1年生種が多年生種よりも

窒素固定において分化が進んできていることを示した｡窒素固定能における反応パターン

の違いにも関わらず､いずれの菌株においても分離された植物種に接種したときに最も高

いか又はそれに近い窒素固定能を示した｡宿主植物が自分と親和性の高い菌株を選ぶこと

が､共生関係に入る始点であると推定された｡

集団レベルの研究は､2種(〟αm占血と〟ク0少〃叩厄)の西日本自生集団を外国自生

集団(種子を複数国から導入)と比較して行った｡〟α和独d(モンツキクマゴヤシ)で

は､日本自生集団14と外国集団9を用い､根粒菌は日本自生集団から分離した4菌株を
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用いた｡窒素固定能をあらわす8形質の主成分分析により植物集団はグループⅠ(外国集

団と岡山集団)､グループ皿(岐阜､愛知､奈良の集団)､グループⅢ(愛知1集団)に

分かれた｡菌株は相関分析によってA群(岡山菌株)とB群(その他菌株)に分かれ､

植物グループⅠが菌株A群と､植物グループⅡが菌株群Bと親和性が高かった｡しかも

植物集団の反応は､B群の根粒菌株を接種した場合に反応の変異が′J､さく､岐阜自生地に

おける親和性菌株B群の分化を示唆した｡

〟ク0¢珊叩力α(ウマゴヤシ)の研究では､国内自生集団39と外国集団11を用い､根粒

菌は現地集団から分離した5菌株を用いた｡窒素固定能関係の10形質によるクラスター

分析により､島根集団群が､他の国内自生集団群､外国集団群のいずれとも異なるクラス

ターを形成した｡また歯株間の分析では､島根の菌株は他の4地域からの菌株とは離れて

いた｡マメ科植物と根粒菌の共生に関する考え方を導入と帰化の過程に適用して考察し､

明治時代後半から昭和初期にウマゴヤシを緑肥栽培に活用した歴史がある島根県出雲地方

で､この種の地域集団と根粒菌が典進化してきている可能性が高いと推論することができ

た｡

審 査 結 果 の 要 旨

平成11咋1月18日岐牒･大学農学部41教室において､玉 永雄の学位論文申請に関

する研究の公開発表が行われ､審査委員4名がこれに出席､質問等を行った0
その後に

同大学農学部41教室で､本論文の審査委員会を主査1､副査3の4名で行った0

低投入持続型農業の必要性が叫ばれるようになってマメ科植物の役割が再認識され､窒

素固定能の優れた肋此卿属植物への期待が高まってきた0地中海気候地帯における1

年生肋血∂卯属利用の広がりとともにこの属の植物研究は世界的に大きな発展を見せ

ている｡我が国でも〟血統刊卯属多年生のアルファルファの研究は草地学部門を中心に進

められているが､1年生肋血句卯属の研究は極めて少ない○歴史的には､島根県簸川盆

地で肋血昂卯属のウマゴヤシが緑肥栽培で大きな成果を上げた記録があり､岐阜県にお

いては､柿園で1部の農家が草生栽培に利用している｡しかし､肋血句卯属の国内自生

種･地域集団について窒素固定能の変異については､我が国における研究が極めて立ち遅

れている｡

本研究は岐阜大学農学部遺伝資源学研究分野を中心として進められてきた1年生

肋此脚属の地域群研究において収集した種と集団を材料として､根粒菌との親和性分

化を共進化の視点から追求した研究である｡種レベルでは､多年生1種と1年生9種から

採取した根粒菌菌株を用いて､多年生種と1年生種の間に親和性分化の違いがあること､

1年生種において親和性の分化が多年生よりも特異性が強くなっていることを明らかにし

た｡そして肋血昭p属植物は､試験圃場における混生共存している多数の菌株の中から､

自らと親和性の高い菌株を選んで根粒に共生させていると推定できることを示した0

さらに､2種(〟αrα抽αと〟ク0少〝0甲力α)の西日本自生集団から現地で採取した菌株

を用いて､日本国内の地域集団及び外国集団と親和性を調査し､これに多変量解析を適用

して親和性関係を分析した｡同種内の地域集団では､親和性の分化は窒素固定能の強さに

ぉける有意な差として認められた｡まず〟α和独αでは23集団と4菌株を用い､窒素固
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定能の測定結果から菌株では2グループに､植物集団では3辟に膵別ができ､それらの間

で親和性の分化が認められることを明らかにした｡さらに〟ク0少椚叩力αでは50集団と

5菌株を用い､島根菌株が他の地域群との親和性で明白に異なる反応を生み､地域群と菌

株ともに島根では親和性と窒素固定能において特異的な群を分化しつつあることを示した0

また岐阜群､九州群には､外国から最近侵入の可能性を示唆する親和性を示す集団がある

ことなどを明らかにした｡

故dc喝0属における窒素固定能と親和性の研究は､欧米諸国で盛んに行われているが､

種レベルの親和性の差違､植物と菌との相互認識のメカニズム､シグナル交換などの研究

が多い｡地域群レベルでしかも導入又は侵入の時期が異なるとみられる集団について､共

進化の視点からの研究は､本研究が始めてであり､オリジナリティーの高い成果が得られ

ている｡この研究成果は､窒素施肥が十分できない地域､発展途上国や水分不足地域にお

ける生産性向上に役立つだけでなく､高位生産地帯においても過度の化学肥料依存から脱

して持続型生産をはかるために､大きな貢献の期待できる成果であると評価できる0

審査委員及び発表参加者からの質疑応答においても､説明と応答は的確であった0

以上､本論文の審査委員会は､基礎となる学術発表の審査も合わせて慎重に審議し､審査

委員全員の一致で､提出された論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の博士学位論文とし

て十分価値があるものと判定した｡
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